
211．44盈82

　24，157
　26，・295

　50，452
　10，122

　
　
　
　
　
　
数

積　
　
　
　
　
　
帯

面
男
女
計
世

151040108No．

⑥1
発行所　十日町市役所（昭和32年6月5日第3種郵便物認可）　定価一部5円　発行　毎月15日

（3期）

（4期）

税
　
料

　
　
険

　
　
保

民
　
康

　
　
健

　
　
民

市
　
国

響毒

轟
婁
璽
を

H
月
M
日
は

知
事
選
挙
の
投
票
同

　
県
知
事
選
挙
は
二
十
日
告
示
さ
れ

、
十
一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
い

つ
の
選
挙
で
も
い
わ
れ
る
こ
と
で
す

が
、
明
る
く
正
し
い
政
治
が
行
わ
れ

る
た
め
に
は
事
前
運
動
や
供
応
な
ど

違
反
の
な
い
よ
う
候
補
者
の
政
見
を

よ
く
聞
き
，
棄
権
を
し
な
い
で
自
分

の
信
ず
る
人
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

入
場
券
で
場
所
と
時
間

を
確
め
て

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部

の
投
票
所
で
は
投
票
繰
上
げ
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
後
日
配
ら

れ
る
入
場
券
で
、
自
分
の
投
票
場
所

や
時
間
を
確
め
て
下
さ
い
。

立
合
演
説
会
は
十
一
月

二
日
夜
体
育
舘
で

十
一
月
二
日
夜
七
時
か
ら
市
民
体
育

舘
で
県
知
事
候
補
者
の
立
合
演
説
会

が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

教
育
委
員
こー

　
第
三
回
定
例
市
議
会
は

去
月
二
十
八
日
開
か
れ
、

一
般
質
問
の
あ
と
、
霊
枢

自
動
車
運
送
事
業
の
経
営

な
ど
に
つ
い
て
総
財
委
員

長
か
ら
、
ま
た
上
新
田
市

道
側
溝
改
良
な
ど
に
つ
い

て
建
設
委
員
長
報
告
が
あ

り
、
二
十
九
日
は
昭
和
四
十
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
九
議
案
の
審

議
を
行
な
っ
て
同
日
閉
会
し
ま
し
た

な
お
こ
の
議
会
で
任
期
満
了
に
よ
る

市
教
育
委
員
滝
沢
林
平
氏
の
退
任
を

承
認
、
新
教
育
委
員
に
田
村
良
平
氏

を
任
命
し
ま
し
た
。

　
議
案
処
理
結
果

◎
昭
和
四
十
年
度
辺
地
総
合
整
備
計

画
と
し
て
大
池
、
軽
沢
の
中
学
校
を

本
校
に
統
合
す
る
た
め
寄
宿
舎
設
置

事
業
費
＝
一
、
一
三
八
千
円
の
専
決

聞
き
ま
し
ょ
う
。

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登

録
申
出
は
十
九
日
ま
で

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
名
簿
に
の
っ
て

い
な
い
と
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
補

充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は

L
　
本
年
十
月
十
九
日
現
在
で
年
令

　
満
二
十
才
以
上
に
な
っ
た
人

乞
　
本
市
に
お
い
て
住
居
期
間
が
十

　
月
二
十
日
現
在
で
三
カ
月
以
上
に

　
な
っ
た
人

3

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

ま
だ
名
簿
に
の
っ
て
い
な
い
人
は

十
月
十
九
日
ま
で
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
中
出
く
だ
さ
い
。

基
本
選
挙
人
名
簿
を
縦

覧
し
ま
す

　
十
一
月
五
“
～
十
九
日
ま
で

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
基
本
選
挙

人
名
簿
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
名
簿

は
毎
年
十
二
月
二
＋
日
か
ら
翌
年
の

十
二
月
†
九
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ

る
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。
縦
覧
期
間

は
十
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の

十
五
日
間
巾
選
管
事
務
局
で
．
毎
日

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で

す
の
で
よ
く
確
め
て
下
さ
い
。

24

号
台
風
の
被
害
者
は

所
得
税
の
減
免
手
続
き
を

　
二
十
四
号
台
風
で
被
室
，
を
う
け
ら

れ
た
力
に
は
税
金
の
免
除
や
軽
滅
が

で
き
ま
す
。
所
得
税
の
予
定
納
税
基

準
額
の
あ
る
方
は
十
一
月
＋
五
口
ま

で
に
第
二
期
分
の
所
得
税
に
つ
い
て

田
村
氏

を
承
認
し
ま
し
た
。

◎
馬
水
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
一
五
、
三
三
〇
千
円
を
専
決
承
認

◎
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算◎
同
国
保
特
別
会
計
事
業
勘
定
補
正

予
算
◎
同
上
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
同
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
市
一
般
職
員
の
給
与
支
給
条
例
一

部
改
正

以
上
原
案
ど
お
り
可
決

　
請
願
、
陳
惰

◎
西
寺
町
市
道
舗
装
に
つ
い
て

◎
本
町
六
丁
目
市
道
測
溝
改
良
に
つ

い
て
　
以
上
建
設
委
員
会
に
仔
託

◎
川
治
小
、
中
学
校
教
員
住
宅
設
置

◎
水
沢
地
区
教
員
住
宅
設
置

　
以
上
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
、

減
額
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
給
与
所
得
者
の
方
は
被
害
額
が
そ

の
住
宅
や
家
則
の
半
分
以
上
あ
っ
た

場
合
、
本
年
中
の
所
得
金
額
（
収
入

金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
を
差
引

い
た
金
額
）
の
見
積
額
に
応
じ
て
次

の
区
分
で
所
得
税
の
減
免
が
う
け
ら

れ
ま
す
。

所
得
金
額
の
見
積
額
が
五
十
万
円
以

下
の
場
合
ー
全
額
免
除

所
得
金
額
の
見
積
額
が
五
十
万
円
を

超
え
八
十
万
円
以
下
の
場
合

　
　
　
　
ー
半
額
免
除

所
得
金
額
の
見
積
額
が
八
十
万
円
を

超
え
百
二
十
万
円
以
下
の
場
合

　
　
　
　
ー
二
割
五
分
免
除

　
減
額
や
免
除
の
申
請
用
紙
等
は
税

務
署
に
備
付
け
て
あ
り
ま
す
し
、
詳

し
い
こ
と
は
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
下

さ
い
。

原
爆
の
被
害
者
調
査

二
十
五
日
に
健
康
診
断

　
昭
和
二
十
年
八
月
広
島
、
長
崎
市

に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て

被
爆
し
た
人
に
つ
い
て
そ
の
実
状
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
次
に
よ
り
、
全

国
一
せ
い
に
実
態
調
査
が
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
御
協
力
下
さ
い
。

◎
調
査
期
日
　
十
一
月
一
日
現
在

◎
対
象
者

　
①
被
爆
者
手
帳
を
も
っ
て
い
る
人

　
②
当
時
広
島
、
長
崎
市
及
び
そ
の

　
　
周
辺
に
い
た
人
（
含
胎
児
）

　
③
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
二
週

　
　
間
以
内
に
爆
心
地
附
近
に
立
入

　
　
っ
た
人

◎
健
康
診
断

　
十
月
二
十
五
日
（
月
）
十
日
町
保

健
所
で
実
施
の
予
定
で
す
。

　
（
そ
の
際
、
前
記
の
調
査
を
実
施

　
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
）

◎
原
爆
被
爆
者
の
医
療
給
付

　
原
爆
医
療
の
外
、
特
別
被
爆
者
手

　
帳
の
所
持
者
は
、
一
般
疾
病
に
つ

　
い
て
も
医
療
が
給
付
さ
れ
る
こ
と

　
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
不
明
の

点
が
あ
り
ま
し
た

ら
十
日
町
保
健
所

へ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

質
流
れ
品
公
売

一
、
と
き

十
月
二
十
日
、
午
前
九
時
≧
午
後

四
時
、
と
こ
ろ

市
内
関
口
、
樋
口
町
繊
労
会
舘

一
、
公
売
品
目

バ
ー
類
二
十
四
．
お
召
着
物
類
十

三
、
ア
ノ
ラ
ッ
ク
三
、
時
計
十
九

オ
三
、
ブ
レ
ー
ヤ
ー
三
、
指
輸
六

　
、
・
・
ソ
リ
．
ポ
ッ
ト
、
ジ
ュ
ー
サ
ー

　
オ
、
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
：
、
八
、
・
・
リ

背
広
二
十
五
、
婦
人
服
四
、
オ
ー
㎜

着
物
羽
織
類
二
十
六
、
ス
ブ
リ
ソ
閲

グ
コ
ー
ト
類
四
、
革
ジ
ャ
ソ
バ
ー
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

毛
糸
編
機
二
、
テ
レ
ビ
三
、
ラ
ジ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

お
召
反
物
四
、
電
気
ア
ソ
マ
、
カ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

扇
風
機
、
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹

撮
影
機
、
電
気
釜
、
剣
道
具
、
そ

の
他
。

一
笙
十
日
町
市
職
員
募
集

　
今
春
市
内
吉
田
小
泉
地
内
で
は
じ

め
て
採
用
し
た
ス
ブ
リ
ソ
ク
ラ
ー
に

よ
る
畑
地
で
の
散
水
水
稲
栽
培
試
験

圃
は
稔
り
の
秋
を
迎
え
て
、
去
る
二

まあまあの収穫水稲散水栽培

日
自
動
刈
取
機
で

刈
取
ら
れ
、
そ
の

場
で
生
脱
穀
と
い

う
機
械
に
よ
る
収

穫
作
業
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の

圃
場
は
五
十
ア
ー

ル
で
越
路
早
生
、

豊
年
早
生
の
二
品

種
で
試
験
栽
培
が

行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
施
肥
も
あ

ま
り
し
な
い
で
反

当
り
五
俵
と
い
う

収
穫
予
想
で
ま
あ

ま
あ
成
功
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
と

に
か
く
省
力
栽
培

に
よ
り
労
力
も
大

巾
に
節
減
さ
れ
、

山
間
地
農
業
の
新

し
い
試
み
と
し
て

今
後
も
大
い
に
研

究
を
重
ね
て
ゆ
く

そ
う
で
す
【
写
真

は
自
動
刈
取
機
に

よ
る
収
穫
作
業
】
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噌
、
募
集
区
分

撫
勲
技
ー
簿
灘

　
　
．
五
等
級
　
三
名
5
四
名

　
㈹
応
募
資
格

　
　
ω
四
等
級
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者
（
明
年
三
月

　
　
　
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
又
は
同
等
程
度
の
学
力
を
有

　
　
　
す
る
者

　
　
⑨
五
等
級
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明

　
　
　
年
ご
．
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
〉
又
は
同
．
守
程
度
の
学

　
　
　
力
を
有
す
る
者
。

　
　
6
年
令
　
二
十
五
才
未
満
の
者

二
、
欠
格
事
．
項

　
”
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

胃
剛
禁
治
産
者
及
ぴ
準
禁
治
産
者

　
③
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
、
又

　
　
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
。

　
　
の
冠
右

　
の
日
本
国
憲
法
施
行
の
H
以
後
に
お
い
て
日
本
国
憲
法
ま
た
は

　
（
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

　
　
す
る
政
党
、
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加

　
　
入
し
た
者
。

三
、
採
用
期
日

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
の
予
定

四
、
給
与
初
任
給
大
学
卒
一
八
、
五
八
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
卒
　
一
四
、
四
四
〇
円

　
こ
の
ほ
か
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
勤
勉
手
当
、
期
末
手
当
等
を

　支

給
し
ま
す
。

五
、
応
募
手
続

　申

込
書
に
身
上
詞
書
、
履
歴
書
及
ぴ
学
業
成
績
証
明
書
を
添
え
て

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

六
、
受
付
期
問

　
昭
和
四
十
年
十
月
十
五
日
ー
十
月
二
十
五
日
ま
で

七
、
採
用
試
験
期
日
及
ぴ
場
所

　
昭
和
四
十
年
十
月
三
十
一
日
（
日
）
午
前
八
時
三
十
分
集
合
午
前

　
九
時
よ
り
試
験
十
日
町
市
役
所
会
議
室
（
当
H
は
筆
記
用
具
、
上

　
履
，
昼
食
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
）

八
、
試
験
の
方
法

　
①
第
一
次
試
験
　
教
養
試
験
は
次
の
科
目
か
ら
出
題
し
ま
す
。

　
　
国
語
、
教
学
、
社
会
、
作
文
口
述
試
験
は
主
と
し
て
人
物
に

　
　
つ
い
て
面
接
を
行
な
い
ま
す
。

　
の
第
二
次
試
験
　
第
一
次
試
験
合
格
者
の
身
体
検
査
、
胸
部
疾

　
　
患
有
無
に
重
点
を
お
い
て
職
務
遂
行
に
必
要
な
健
康
度
を
有

　
　
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

　
　
身
体
検
査
の
日
時
に
つ
い
て
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

九
、
発
　
　
　
表

　
第
一
次
試
験
　
昭
和
四
十
年
十
一
月
五
日
ま
で
に
市
役
所
掲
示
板

　
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
第
二
次
試
験
　
昭
和
四
十
年
十
一
月
十
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
し

　
ま
す
。

O
こ
の
募
集
要
綱
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

　
市
長
室
又
は
十
日
訂
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞

十
七
日
は
秋
の

消
防
演
習

　
　
　
朝
七
時
半
に
点
鐘

　
市
消
防
団
（
十
日
町
、
川
治
地
区
）

の
秋
季
消
防
演
習
は
十
七
日
午
前
八

時
か
ら
．
十
高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
及
び
市

街
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
消
防

本
部
及
び
消
防
署
．
消
防
団
約
四
〇

〇
名
と
消
防
自
動
車
、
手
引
ポ
ソ
ブ

等
が
参
加
し
て
、
午
前
七
時
三
〇
分

点
鐘
の
あ
と
点
栓
、
ポ
ソ
プ
操
法
演

習
、
講
評
訓
示
が
主
な
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

造るな

　飲むな

密造酒
＋日町税務署＝『冠

惣一

囎
　
鯉
料
理
講
習
会

　
と
き
　
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
四

ロ
ー
　
　
　
時
ま
で

6
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
中
央
公
民
舘

圏
内
容
　
鯉
コ
ク
、
あ
ら
い
、
仔
鯉
の

■
　
　
　
好
み
焼
、
ス
ズ
メ
焼

5　
講
師
　
山
本
み
よ
子
（
元
田
沢
養
鯉

日
　
　
　
場
職
員
）

コ

㎜
申
込
　
二
十
日
ま
で
、
公
民
舘
又
は

■
　
　
　
婦
人
会
へ

■

㎜
会
費
　
一
二
〇
円
（
当
日
持
参
）

1■1■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
う
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
さ
　
よ
務

口

　
　
　
　
　
　
　
は
で
圷
乱
事

］

　
　
　
　
　
　
　
期
ま
め
し
筋

　
　
　
　
　
　
　
納
日
納
用
財

6　
　
　
　
　
　
　
の
ー
　
で
利
町

■

　
　
　
　
　
　
　
分
3
・
を
日

、
　
　
納
期
㎝
諜
＋

．
　
　
完
二
－
務
括

　
　
　
　
　
　
に
槻
ら
饗

開
　
　
　
　
内
車
ヵ
財
よ

　
　
　
　
　
　
期
動
旧
局
部

■
　
　
　
　
納
自
月
便
組

一
　
　
　
　
　
も
　
　
0
郵
蓄

　
　
　
　
　
　
年
　
・
行
槻

”
　
　
　
今
　
　
一
銀
縞

　
　
　
　
　
　
“

■■

一238一
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農
　
地

報
償
金

請
求
は
三
月
三
十
閣
日
ま
で

　
農
地
報
償
に
つ
い
て
の
法
律
の
あ

ら
ま
し
は
、
九
月
の
「
市
報
と
お
か

ま
ち
」
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が

農
地
報
償
金
の
請
求
の
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
請
求
者
は
、
そ
の
請
求
時
の
住

　
所
地
（
住
民
登
録
を
し
て
あ
る
市

　
町
村
）
の
市
長
村
長
（
但
し
十
日

　
町
市
は
十
日
町
市
農
業
委
員
会
）
、

　
を
経
由
し
て
県
知
事
に
対
し
必
要

　
な
書
類
を
添
え
て
請
求
書
を
提
出

　
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
請
求
は
昭
和
四
十
二
年
三
月
三

　
十
一
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降

　
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば

　
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
同
日
ま

　
で
に
請
求
し
な
け
れ
ば
、
報
償
金

　
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

三
、
請
求
書
の
用
紙
は
、
十
日
町
市

　
農
業
委
員
会
で
交
付
致
し
ま
す
が

　
添
付
書
類
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

　
お
り
で
す
。

　
ω
被
買
収
農
地
に
つ
い
て
の
買
収

　
令
書

⑨
買
収
令
書
を
紛
失
し
た
場
合
は

　
登
記
簿
抄
本
。

㊦
請
求
人
が
被
買
収
者
本
人
で
あ

　
る
場
合
は
請
求
人
の
戸
籍
抄
本

　
一
通

⇔
被
買
収
者
が
死
亡
し
て
い
る
場

　
合
、
そ
の
遺
族
全
員
の
氏
名
を

　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
出
来
る

　
除
籍
、
あ
る
い
は
戸
籍
の
謄
抄

　
本

　
㈲
遺
族
と
は
こ
の
場
合
被
買
収
者

　
　
死
亡
当
時
の
遺
族
と
な
り
ま

　
　
す
。

　
　
遺
族
の
範
囲
は
「
配
隅
者
」

　
　
「
子
（
養
子
含
）
」
　
「
子
（
養
子
）

　
　
死
亡
の
場
合
は
孫
」
　
「
子
（
養

　
　
子
）
及
び
孫
が
な
い
場
合
は
父

　
　
母
（
養
父
母
は
老
順
位
）
」
に

　
　
限
り
ま
す
。

四
、
農
業
委
員
会
が
請
求
者
に
交
付

　
す
る
添
付
書
類

十
－
月
か
ら
牧
入
証
紙
で

新
規
の
自
動
車
税

　
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
法
律
の
改

正
に
よ
り
新
規
に
自
動
車
を
購
入
し

た
と
き
の
自
動
車
税
は
陸
運
事
務
所

に
登
録
の
と
き
、
現
金
で
納
入
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
度
十
月
鮪
日
か

ら
新
潟
県
の
収
入
証
紙
に
よ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
の
収
入
証
紙
は
、
第
四
銀

行
、
北
越
銀
行
の
外
に
新
潟
県
自
動

車
販
売
店
協
会
、
及
び
、
新
潟
県
自
動

車
登
録
番
号
標
交
付
代
行
者
（
い
ず

れ
も
陸
運
事
務
所
の
近
く
に
あ
り
ま

す
）
で
売
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ω
被
買
収
農
地
調
査
結
果
通
知
書

　
㈲
被
売
渡
農
地
調
査
結
果
通
知
書

五
、
講
求
書
受
付
の
日
割
を
次
の
と

　
お
り
と
致
し
ま
す
の
で
御
協
力
下

　
さ
い
。

　
　
地
域
別
受
付
日
割

【
中
条
】
　
▽
十
月
“
二
十
一
日
▽

　
十
一
月
H
一
日
、
十
六
日
、
三
十

　
日
▽
十
二
月
”
十
日
、
二
十
三
日

【
下
条
】
　
▽
十
月
”
十
二
日
、
二

耕
運
機
を
買
わ

れ
た
方
へ

　
十
五
日
以
内
に
申
告
を

　
耕
運
機
を
買
わ
れ
た
方
は
、
取
得

の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
市
長
に
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
運
機
は
小
型
特
殊
目
動
車
で
、
標

識
（
ナ
ソ
バ
！
）
を
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
る

こ
と
の
証
明
に
な
り
ま
す
。

申
告
の
受
付
は
市
役
所
税
務
課
へ
印

鑑
、
総
排
気
量
、
原
動
機
の
型
式
車

輔
番
号
が
必
要
で
す
。
叉
廃
車
、
変

更
な
ど
も
申
告
が
必
要
で
す
。

5多

　
市
の
農
業
構
造
改
善
事
業
は
農
林

省
の
指
定
を
受
け
て
今
年
の
九
月
か

ら
着
手
さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
ま
で

の
三
力
年
継
続
で
総
額
一
億
三
千
六

六
万
円
（
う
ち
補
助
金
八
千
八
百
万

円
）
の
事
業
が
小
泉
、
細
尾
、
中
在

家
の
三
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

騨

、

｝一、

①

今
月
か
ら
三
回
に
わ
た
り
各
地
区
の

事
業
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

｝
小
泉
地
区

ひ
と
口
に
い
っ
て
水
田
の
区
画
整

理
を
行
っ
て
ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と
、

す
る
機
械
化
農
業
を
進
め
、
浮
い
た

労
力
を
他
に
向
け
て
農
業
所
得
の
増

大
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

L
　
ほ
場
整
備
事
業
…
…
水
田
一
枚

　
の
大
き
さ
を
八
十
飢
×
二
十
五
鋸

　
の
二
十
ア
ー
ル
（
二
反
歩
）
区
画

　
と
し
、
農
道
用
排
水
路
を
つ
け
、

　
現
在
一
、
一
七
四
枚
の
田
が
三
八

　
八
枚
と
な
り
一
戸
当
り
平
均
三
カ

　
所
に
集
団
化
し
ま
す
。

λ
　
近
代
化
施
設
事
業

　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
て
自
動

　
刈
取
機
、
自
動
脱
穀
機
、
籾
乾
燥

　
調
製
施
設
等
を
合
理
的
に
組
合
せ

　
た
近
代
化
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

　
す
。
こ
の
た
め
品
種
の
統
一
、
作

　
業
の
共
同
化
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
が
実
現
さ
れ
た
場
合
、
現
在

　
十
ア
ー
ル
当
り
二
十
三
人
を
要
求

　
し
た
稲
作
労
力
が
、
十
人
以
下
と

　
な
り
生
産
額
も
二
千
七
百
万
円
か

　
ら
、
三
千
五
百
万
円
に
農
従
者
一

　
人
当
、
り
が
二
十
万
円
か
ら
四
十
万

　
円
と
倍
増
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。
現
在
こ
れ
を
目
標
に
連

　
日
ブ
ル
ド
：
ザ
！
で
事
業
が
進
め

　
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

3
　
事
業
種
目
と
事
業
費

　
ω
　
ほ
場
整
備
四
六
・
五
診
四
千

1枚2反歩の水田
　　　　機械化農業へ

　
六
百
万
円

⑰
　
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
、
二
百
九

　
十
万
円

斜
　
動
力
刈
取
機
五
台
、
九
五
万

　
円
㊤
　
自
動
脱
穀
機
五
台
、
八
二
万

＝・写真はほ場整備に急ピッチの小泉地区＝＝

　
円
㈲
　
籾
乾
燥
調
整
施
設
、
一
千
四

　
百
四
十
万
円

こ
の
う
ち
ほ
場
整
備
に
七
割
、
機

械
施
設
に
五
割
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

　
十
二
日
V
十
一

　
月
“
五
日
、
十

　
八
日
▽
十
二
月

　
n
二
日
、
十
四

　
日
　
【
十
日
町
、
川

　
治
、
六
箇
】
▽

　
十
月
舗
十
九

　
日
、
二
十
九
日

　
▽
十
一
月
”
十

　
二
日
、
二
十
六

　
日
▽
十
二
月
“

　
九
日
二
十
一
日

　
【
吉
田
】
　
▽
十

　
月
“
十
五
日
、

　
二
十
八
日
▽
十

　
一
月
H
十
一
日

　
二
十
五
日
▽
十

　
二
月
”
七
日
、

　
十
七
日

　
【
水
沢
】
　
▽
十

　
月
n
十
四
日
、

　
二
十
六
日
▽
十

　
一
月
“
九
日
、

　
十
九
日
▽
十
二

　
月
踊
三
日
、
十

　
六
日

尚
明
年
の
日
割
に

つ
い
て
は
お
っ
て

お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。六
、
請
求
書
記
載

要
領
の
説
明

　
旧
町
村
の
地
城

　
毎
に
説
明
会
を

　
行
な
い
ま
し
た

　
が
、

公
告市
営
住
宅
入
居
申
込
受
付

　
昭
和
四
十
年
度
建
設
の
四
日
町
団
地
十
八
戸
の
市
営
住
宅
を
左
記

の
通
り
入
居
申
込
み
を
受
付
け
し
ま
す
。

一
、
受
付
期
日
　
昭
和
四
十
年
十
月
十
五
日
ー
十
月
二
十
三
日

二
、
受
付
場
所
　
十
日
町
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

三
、
入
居
者
の
資
格

　
ω
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
し
て
い
る
者
。

　
③
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出

　
　
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

　
　
者
、
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
③
収
入
基
準
は
過
去
一
年
間
に
お
け
る
総
所
得
を
所
得
税
法
第

　
　
二
章
第
一
節
所
得
金
額
の
計
算
方
法
の
例
に
準
じ
て
算
出
し

　
　
た
所
得
金
額
を
十
二
で
除
し
た
額
の
合
計
か
ら
扶
養
親
族

　
　
　
一
人
に
つ
き
二
千
円
を
控
除
し
た
額
が
二
万
円
以
下
で
あ
る

　
　
こ
と
。

　
ω
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

　
㈲
国
税
、
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四
、
選
考
基
準

　
入
居
申
込
み
を
し
た
者
が
入
居
さ
せ
る
ぺ
き
市
営
住
宅
の
戸
数
を

　
こ
え
た
場
合
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
行
う
。

　
ω
住
宅
以
外
の
建
物
若
し
く
は
場
所
に
居
住
し
、
又
は
保
安
上

　
　
危
険
若
し
く
は
衛
生
上
有
害
な
状
態
に
あ
る
住
宅
に
居
住
し

　
　
て
い
る
者
。

　
③
他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著
し
く
生
活
上
の
不
便
を
受
け
て
い

　
　
る
者
、
又
は
住
宅
が
な
い
た
め
親
族
と
同
居
す
る
こ
と
が
出

　
　
来
な
い
者
。

　
③
住
宅
の
規
模
又
は
間
取
り
と
世
帯
構
成
上
と
の
関
係
か
ら
衛

　
　
生
上
又
風
教
上
不
適
当
な
居
住
状
態
に
あ
る
者
。

　
＠
正
当
な
事
由
に
因
る
立
退
の
要
求
を
受
け
、
適
当
な
立
退
先

　
　
が
な
い
た
め
困
窮
し
で
い
る
者
（
自
己
の
責
に
帰
す
ぺ
き
事

　
　
由
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
）

　
㈲
住
宅
が
な
い
た
め
に
勤
務
場
所
か
ら
著
し
く
遠
隔
の
地
に
居

　
　
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
、
又
は
収
入
に
比
し
て
著
し

　
　
く
過
大
な
家
賃
の
支
払
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
。

　
㈲
前
各
号
に
該
当
す
る
者
の
外
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　
　
こ
と
が
明
ら
か
な
者
。

五
、
種
別
構
造
別
　
第
二
種
木
造
平
家
建
一
棟
二
戸
建
十
八
戸

六
、
入
居
予
定
月
日
　
十
一
月
一
口

七
、
家
　
賃
　
三
千
円
位
（
（
予
定
）
蘭
　
　
　
欝
登
茎
畳
　
－
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窟

八
、
住
定
の
間
取
り
（
平
面
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
0

九
、
そ
の
他
、
各
団
地
の
補
欠
申
込
み
も
併
せ
て
受
付
し
ま
す
．

十
、
申
込
用
紙
は
社
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

十
一
、
申
込
み
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
社
会
福
祉
事

　
務
所
住
宅
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
　
更
に
次
の
日
程
に
よ
り
説
明

会
を
開
き
ま
す
の
で
御
参
集
下
さ

い
。十
月
十
一
日
、
十
一
月
十
日
、
十

二
月
八
日
　
時
間
は
午
後
一
時
よ

り
十
日
町
公
民
舘

　
産
業
育
成
資
金
貸
出
利
率

　
　
　
十
月
か
ら
閑
厘
引
下
げ
〃

　
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
出
利
率
は

は
従
来
日
歩
二
曵
四
厘
以
内
で
あ
り

ま
し
た
が
、
十
月
か
ら
一
厘
引
下
げ

日
歩
二
箋
三
厘
以
内
で
貸
出
し
ま
す

作
権
や
定
期
預
金
の
権
利
な
ど
若

干
の
財
産
に
つ
い
て
は
そ
の
評
価

方
法
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
そ
の

他
の
財
産
に
つ
い
て
は
相
続
の
と

き
の
時
価
に
よ
る
こ
と
～
さ
れ
て

い
ま
す
。
税
務
署
で
は
便
宜
上
個

個
の
財
産
に
つ
い
て
時
価
の
き
め

方
．
つ
ま
り
評
価
基
準
を
定
め
て

お
り
ま
す
か
ら
不
明
の
場
合
は
税

務
署
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

三
、
申
告
期
限

　
相
続
の
開
始
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
申
告
し
て

納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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す
っ
か
り
秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
の

　
美
し
い
山
に
今
日
も
炭
焼
く
白
い
煙

　
が
一
す
じ
た
ち
の
ぼ
る
。
こ
ん
な
風

　
景
を
見
て
私
は
、
　
「
炭
焼
き
の
煙
も

　
染
む
よ
な
秋
の
色
」
こ
ん
な
句
を
作

　
っ
て
み
た
。
若
い
頃
か
ら
詩
や
俳
句

　
の
好
き
な
私
で
す
が
、
一
昨
年
頃
か

　
ら
特
に
興
味
を
持
ち
、
一
冊
の
ノ
ー

　
ト
に
自
分
で
経
験
し
た
こ
と
、
感
じ

　
た
こ
と
な
ど
を
詩
や
俳
句
の
形
で
書

　
め
て
か
ら
の
私
は
田
ん
ぼ
へ
行
く
の

　
た
町
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
一
人
歩

■
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
始

一ロ

■
も
畑
へ
行
く
の
も
何
か
楽
し
く
、
ま

■■■1■口■

炭
焼
き庭

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
こ
れ
で
私
は
楽
し
い
の
で

す
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
私
に
つ
れ

ら
れ
て
か
、
あ
る
時
は
長
男
が
面
白

い
句
を
作
っ
て
は
「
お
れ
こ
ん
な
の

作
っ
た
よ
、
ど
う
い
う
意
味
か
わ
か

る
か
い
」
な
ど
と
い
っ
て
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
．
も

う
昨
年
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
水
泳
場
に
始
め
て
日
章

旗
の
揚
っ
た
の
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い

た
夫
は
、
　
「
シ
ワ
の
あ
る
日
の
丸
揚

が
る
水
泳
場
」
。
こ
ん
な
句
を
作
っ

て
．
　
「
ど
う
だ
う
ま
い
も
ん
だ
ろ

う
」
と
得
意
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

私
が
「
シ
ワ
の
あ
る
じ
ゃ
何
だ
か
へ

ん
だ
よ
、
も
っ
と
よ
い
読
み
方
に
し

た
ら
」
と
い
う
と
、
　
「
シ
ワ
の
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
こ
の
句
が
生
き
そ

い
る
ん
だ
」
。
な
ど
と
勝
手
に
批
判

し
あ
う
楽
し
い
ひ
と
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
私
は
こ
ん
な
夢
を
も
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
昨
年
の
今
頃
の

こ
と
で
す
が
、
一
本
の
毛
筆
と
、
二

三
枚
の
短
冊
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

6一

門
税
φ
纏
な
ル
し

　
　
　
『
相
　
続
　
税
』

　
一
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
い
も
の

　
　
被
相
続
人
の
総
遺
産
額
か
ら
被

　
柑
続
人
の
債
務
、
葬
式
費
用
を
差

　
引
い
た
価
格
が
遺
産
に
係
る
基
礎

　
控
除
（
二
五
〇
万
円
と
法
定
相
続

　
人
数
に
五
（
）
万
円
を
乗
じ
た
金
額

　
と
そ
の
合
計
額
）
を
超
え
る
場
合

　
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
、
相
続
財
産
の
評
価

　
　
相
続
税
法
で
は
地
上
権
、
永
小

彫
塗
亀
ξ
…

　
く
の
も
さ
ほ
ど
お
っ
く
う
だ
と
も
感

闘
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も

　
け
っ
し
て
私
は
よ
い
句
や
、
き
れ
い

門
な
詩
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
あ
る
雑
誌
社

コ

■
へ
何
回
か
詩
や
俳
句
を
投
稿
し
て
み

　
ま
し
た
が
．
入
選
は
お
ろ
か
佳
作
に

　

旧
さ
え
も
選
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

　
ん
。
こ
れ
か
ら
い
っ
て
も
私
の
作
品

ド

置
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
詩
だ
と
か
俳

。
句
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

一

　
せ
ん
が
。
で
も
、
こ
れ
も
無
理
も
な

■
い
こ
と
で
す
。
自
分
で
は
本
当
に
よ

■
　
く
で
き
た
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
自

■
分
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
誰
に
と

■
　
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、

關
批
評
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
な
い

　
の
で
す
。
時
た
ま
山
で
作
っ
た
句
を

關
家
に
帰
っ
て
ノ
ー
ト
に
記
し
、
夕
食

　
後
夫
や
長
男
に
「
今
日
私
は
こ
ん
な

ロ

■
句
を
作
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
コ
レ
よ

　
ん
で
ど
ん
な
ふ
う
に
感
ず
る
？
」
な

コ
8
ど
と
二
人
の
感
想
を
聞
く
の
が
せ
き

㎜
の
山
で
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
人

ロ

醐
も
別
に
そ
う
い
っ
た
方
面
に
明
る
い

の
煙

野

タ

カ

そ
し
て
万
一
自
分
の
句
が
ど
こ
か
で

佳
作
、
も
し
く
は
入
選
で
も
し
た
時

に
は
、
こ
の
筆
で
、
こ
の
短
冊
に
書

く
こ
と
に
し
よ
う
と
、
こ
ん
な
く
も

を
つ
か
む
よ
う
な
望
み
を
抱
い
て
お

る
の
で
す
。
は
た
し
て
こ
れ
に
書
け

る
日
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
夢
の
ま

ま
終
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
私
は
さ
び
し
く
は
な
い
。

人
様
が
み
て
ど
ん
な
に
ま
ず
い
句
で

も
自
分
に
と
っ
て
は
、
そ
の
時
そ
の

時
の
楽
し
み
や
ら
悲
し
み
、
苦
し
み

の
こ
も
っ
た
思
い
出
の
も
の
ぽ
か
り

で
す
。
そ
し
て
、
今
の
私
に
は
な
く

て
い
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
の
一
つ

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
自
分
の
楽
し
み
と
し
て
つ
づ
け

て
い
き
、
い
つ
か
は
子
供
達
へ
の
母

の
記
録
と
し
て
残
し
て
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
（
主
婦
／
美
佐
島
の
お
か
あ
さ
ん

一
九
六
五
年
版
よ
り
）
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